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　『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
投
稿
規
程

１　
「
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
」
は
藤
女
子
大
学
日
本
語･

日
本
文
学
会

（
日
本
語
・
日
本
文
学
科
）
の
機
関
誌
で
あ
り
、会
員
か
ら
の
日
本
文
学
・

日
本
語
学
・
日
本
文
化
・
漢
文
学
・
国
語
教
育
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の

論
考
を
募
集
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
本
学
を
退
職
し
た
旧
会
員
か
ら
の
投
稿
は
認
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

２　

投
稿
論
文
の
枚
数
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
〇
枚
か
ら
四
〇
枚
を

基
準
と
し
ま
す
。

３　

投
稿
論
文
は
完
全
原
稿
と
し
、
注
の
形
式
は
既
刊
の
も
の
に
準
じ
て
く

だ
さ
い
。

４　

投
稿
論
文
に
は
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
本
会
事
務
局
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
原
稿
は
可
能
な
か
ぎ
り
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
、
打
ち
出
し
た
原

稿
一
部
を
添
え
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、
四
〇
〇
字

に
換
算
し
た
枚
数
も
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

５　

投
稿
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
に
ご
一
任
く
だ
さ
い
。
な
お
、
原
稿
は

お
返
し
し
ま
せ
ん
。

６　

投
稿
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
但
し
、
雑
誌
発
行
は
年
二
回
の
予
定
で

す
。

７　

論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
五
部
と
抜
き
刷
り
三
〇
部
を
お
渡
し
し
ま

す
。

８　
「
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
な
ど
の
著
作
権
は

著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
な
ど

の
電
子
化
及
び
電
子
化
に
よ
る
公
開
に
つ
い
て
は
、
本
学
及
び
本
学
が

委
託
す
る
機
関
が
行
う
こ
と
を
許
諾
す
る
も
の
と
し
ま
す
。



言
に
お
け
る
自
発
の
助
動
詞
サ
ル
の
使
用
実
態
―
主
に
世
代
差
・
男
女
差
に

つ
い
て
―
」
が
、
読
売
新
聞
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
六
日
朝
刊
（
道
内
版
）

に
取
り
上
げ
ら
れ
、｢

サ
ル｣

の
用
法
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し

て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
質
の
高
い
本
誌
掲
載
の
卒
業
生
論
文
と
し
て
は
結
実
し
な
い

と
し
て
も
、
学
生
が
卒
業
論
文
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
に
、
自
身
を
鼓
舞

し
、
研
究
・
教
育
に
日
々
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
次
第
で
す
。

(

Ｕ)

　
　
　

編　

集　

後　

記

　
『
藤
女
子
大
学 

国
文
学
雑
誌
』
一
〇
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
偶
然
の
事

と
は
言
え
、
本
誌
九
九
・
一
〇
〇
合
併
号
が
平
成
最
後
の
年
の
刊
行
と
な
り
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
一
〇
一
号
、
そ
し
て
一
〇
二
号
が
令
和
元
年
の

発
行
で
あ
る
こ
と
に
は
、
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

　

本
号
は
、
本
学
科
専
任
教
員
の
論
文
三
本
と
本
学
科
卒
業
生
の
論
文
一
本

の
計
四
本
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
分
野
別
で
は
、日
本
語
学
が
（
古
典
語
系
・

近
現
代
語
系
各
一
本
）
二
本
、
古
典
文
学
が
一
本
、
近
現
代
文
学
が
一
本
で
、

掲
載
本
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
分
野
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
成
に

成
り
ま
し
た
。

　

本
誌
に
は
、
今
号
同
様
、
卒
業
生
の
優
れ
た
論
文
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

毎
年
一
月
の
日
本
語
・
日
本
文
学
科
の
学
科
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
年
度
の

卒
業
研
究
（
卒
業
論
文
）
の
中
で
、
本
誌
に
掲
載
し
、
広
く
研
究
者
に
読
ん

で
も
ら
う
レ
ベ
ル
に
あ
る
も
の
を
、
各
指
導
教
員
が
推
薦
し
ま
す
。
そ
れ
ら

の
卒
業
論
文
が
元
に
な
り
、
手
直
し
を
経
て
、
卒
業
生
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま

す
。
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
推
薦
さ
れ
な
が
ら
も
、
卒
業
後
の
多
忙
の

た
め
、
掲
載
に
至
ら
な
か
っ
た
論
文
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
誌
は
学
術
誌
で
す
か
ら
、
掲
載
論
文
は
す
べ
て
、

研
究
者
な
ど
の
批
判
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
卒
業
生
の
論
文
が
高
い

評
価
を
う
け
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
最
近
、
本
誌
前
号

(

一
〇
一
号)

に
掲
載
の
卒
業
生
論
文
、
秀
舞
子
さ
ん
執
筆
の
「
北
海
道
方


